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▲紙類の日のごみステーション

木村  晴恵

松岡  光子

問　

厚
労
省
は
認
知
症
施
策

の
方
向
性
を
事
後
的
対
応
か

ら
事
前
的
対
応
に
基
本
を
置

い
て
い
る
。
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
継
続
の
取
り
組
み
は
。

答　

東
播
磨
地
域
で
の
ケ
ア

パ
ス
の
検
討
を
し
て
い
る
。

適
切
な
対
応
、
支
援
な
ど
継

続
的
に
実
施
で
き
る
体
制
を

工
夫
し
作
成
し
た
い
。

問　

早
期
発
見
と
し
て
検
診

時
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人

が
手
軽
に
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
パ
ソ

コ
ン
を
導
入
す
る
べ
き
。

答　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
は
大

変
効
果
が
あ
り
導
入
し
た
い

一

般

質

問

公明党

日本共産党

認知症早期発見の施策は

ごみ持ち去り対策を

タッチパネル式を導入

番号表示は可能

町　長

大西理事

▲居室用シェルター（焼津市にて）

山本  雅之

松下  嘉城

問　

住
宅
耐
震
化
の
目
標
達

成
が
困
難
な
現
状
で
、
費
用

や
工
事
期
間
の
面
か
ら
改
修

で
き
な
い
方
も
あ
り
、
住
宅

耐
震
化
率
が
上
が
ら
な
い
大

き
な
要
因
で
あ
る
。

　

金
銭
負
担
の
軽
減
と
震
災

時
の
生
存
空
間
の
確
保
と
い

う
考
え
か
ら
、
近
年
、
防
災

ベ
ッ
ド
や
居
室
の
シ
ェ
ル
タ

ー
化
が
普
及
し
つ
つ
あ
る
。

安
価
で
短
期
間
で
設
置
で
き

る
こ
と
か
ら
高
齢
者
に
積
極

的
に
薦
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
他
小
規
模
耐
震
改
修

や
家
具
の
固
定
、
住
宅
密
集

地
区
の
老
朽
家
屋
解
体
撤
去

な
ど
に
補
助
で
き
れ
ば
手
厚

い
制
度
と
い
え
る
。
こ
れ
ら

に
補
助
制
度
導
入
の
考
え
は
。

答　

住
宅
耐
震
化
が
進
ま
な

い
理
由
は
、
経
済
的
負
担
や

危
機
意
識
の
低
さ
、
情
報
不

足
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
の

不
適
応
な
ど
が
要
因
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　

昭
和
56
年
以
前
の
住
宅
の

耐
震
化
促
進
の
た
め
、
県
が

補
助
制
度
見
直
し
作
業
中

で
、
重
要
性
・
必
要
性
か
ら

播
磨
町
も
県
と
連
携
し
て
、

対
応
可
能
な
補
助
制
度
は
導

入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

個
々
の
導
入
の
考
え
は
。

答　

防
災
ベ
ッ
ド
は
、
県
が

導
入
す
れ
ば
検
討
す
る
。

　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
化
は
県

の
制
度
が
あ
り
、
小
規
模
耐

震
改
修
に
は
国
・
県
の
補
助

制
度
が
あ
る
の
で
、
町
と
し

て
か
さ
上
げ
の
考
え
は
な
い
。

解
体
撤
去
は
、
空
き
家
対
策

を
含
め
て
今
後
の
課
題
と
考

え
る
。
家
具
の
固
定
は
、
各

家
庭
で
対
応
さ
れ
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
職
員
居
住
家
屋
の
耐
震
化

▼
災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

▼
新
島
球
場
に
一
時
避
難
場

所
と
な
る
ス
タ
ジ
ア
ム
を

一

般

質

問

無所属

新政会

簡易住宅耐震改修補助を

自主防災組織力の強化を

県と連携して導入を考慮

防災力向上の対策を推進

角田理事

角田理事

ここを　  うここを　  う問問町政

２
町
で
ご
み
処
理
を

２
町
で
は

で
き
な
い

大
西
理
事

問　

実
現
可
能
性
調
査
で
も
、

災
害
時
の
リ
ス
ク
、
環
境
悪

化
の
集
中
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ

ト
か
ら
２
カ
所
の
建
設
が
望

ま
し
い
と
あ
り
、
２
町
で
行

う
こ
と
を
真
剣
に
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

答　

災
害
リ
ス
ク
対
策
は
、

災
害
が
あ
っ
て
も
利
用
可
能

な
施
設
、
独
自
の
環
境
基
準

を
決
め
て
デ
メ
リ
ッ
ト
に
対

応
。
基
本
協
定
を
締
結
し
て

２
市
２
町
の
広
域
で
取
り
組

ん
で
お
り
、
２
町
で
す
る
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

問　

ご
み
処
理
場
建
設
は
期

間
を
決
め
て
持
ち
回
り
し
て

ほ
し
い
と
の
地
域
住
民
の
要

望
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

規
約
、
協
定
書
な
ど
の

直
近
の
課
題
整
理
に
時
間
が

か
か
り
、
次
期
建
設
場
所
ま

で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
稲
美
斎
場
で
の
家
族
葬
を

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

本
年
度
よ
り
、
ひ
ょ
う

ご
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

の
修
了
者
に
受
講
費
用
を
助

成
す
る
。
自
主
防
災
組
織
単

位
で
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

育
成
に
努
め
て
い
る
。

本
町
の
空
き
家
対
策
は

実
態
調
査
を

来
年
度
に
予
定

山
口
理
事

問　

管
理
さ
れ
て
い
な
い
空

き
家
は
、
倒
壊
事
故
や
放
火

な
ど
の
犯
罪
を
誘
発
し
、
地

域
の
活
性
化
に
も
支
障
を
与

え
て
い
る
。
町
と
し
て
の
見

解
は
。

答　

空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
の
成
立

を
受
け
、
市
町
村
向
け
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
後
、
実
態
調

査
を
来
年
度
よ
り
実
施
予
定

で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
防
災
安
心
ネ
ッ
ト
は
り
ま

の
啓
発
は

▼
本
町
に
お
け
る
津
波
浸
水

の
想
定
は

と
考
え
て
い
る
。

問　

具
体
的
な
計
画
は
。

答　

早
期
発
見
は
大
切
で
、

複
数
を
確
保
し
て
町
の
各
所

に
設
置
し
、
気
軽
に
利
用
し

て
も
ら
い
、
ま
た
、
専
門
家

の
と
こ
ろ
に
つ
な
げ
る
一
つ

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
来
年
度
の
予

算
に
計
上
す
る
予
定
で
あ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
は

見
直
し
や

仕
組
み
の
創
生

大
西
理
事

問　

地
域
に
合
っ
た
シ
ス
テ

ム
を
築
く
課
題
と
施
策
は
。

答　

地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の

見
直
し
や
、
新
た
な
仕
組
み

の
創
生
が
必
要
で
あ
る
。

問　

人
員
な
ど
の
機
能
強
化

は
ど
う
か
。

答　

２
～
３
年
の
間
に
増
員

を
考
え
て
い
る
。

読
書
通
帳
の
導
入
を

現
行
を
生
か
し

研
究
す
る

教
育
長

問　

読
書
意
欲
を
高
め
る
読

書
通
帳
の
導
入
は
。

答　

学
校
図
書
管
理
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
お
り
最
大
限

生
か
し
意
欲
向
上
に
努
め
、

通
帳
の
研
究
も
進
め
る
。

問　

資
源
ご
み
持
ち
去
り
を

通
報
す
れ
ば
対
応
で
き
る
か
。

答　

現
場
の
確
認
方
法
や
所

有
者
の
明
確
化
・
取
締
り
体

制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

問　

電
柱
な
ど
の
よ
う
に
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
番
号
を

つ
け
ら
れ
な
い
か
。

答　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

番
号
は
住
宅
地
図
に
明
記
し

て
あ
り
、
番
号
表
示
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
。

問　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
紙
ご

み
の
日
を
増
や
す
考
え
は
。

答　

日
程
的
に
無
理
。
紙
ご

み
は
委
託
し
て
お
り
対
応
は

可
能
だ
が
引
き
取
り
単
価
が

下
が
る
。

▲タッチパネルパソコンで早期発見を
　（富田林市ホームページより）

▲南部コミセン区での総合防災訓練

問　

本
町
に
は
44
の
自
主
防

災
組
織
が
あ
り
、
大
規
模
災

害
に
お
け
る
救
助
・
消
火
を

担
う
が
、
活
動
状
況
に
温
度

差
が
感
じ
ら
れ
る
が
。

答　

自
主
防
災
組
織
連
絡
会

を
設
立
し
、
研
修
会
や
訓
練

等
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
、

各
自
主
防
災
組
織
間
の
連
携

や
防
災
力
向
上
に
努
め
る
。

人
材
の
育
成
に
つ
い
て
は

受
講
費
用
を
助
成

角
田
理
事

問　

災
害
発
生
時
の
初
動
体

制
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い

る
が
、
人
材
の
育
成
を
ど
の


